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はじめに ―問題の所在 

 千總にとって三条室町周辺地域（本報告では単に「地域」とする）はどのような存在か。 

 地域にとって千總はどんな存在か。 

  →二つの視点が交差するところに、千總の歴史的意義が見出せるのではないか？ 

 

1. 三条室町周辺地域の歴史的特徴 

 

(ア) 前提 

・ 三条烏丸御所（三条南殿） 

  11 世紀後半  式部大輔 藤原某（藤原家経か）→子/氏家が伝領 

→藤原光子（待賢門院の母、堀河・鳥羽天皇の乳母） 

→子・左大臣藤原実能→鳥羽法皇 

(イ) 御倉町 

・ 平安期 皇族(西三条内裏)・貴族邸宅(藤原⻑実邸・藤原基隆邸)  

・ 鎌倉・南北朝:商工業者の集住地域(祇園社綿本座神人・酒屋祐阿弥・千切屋 

・ 近世:商工業者(さらし・ろうそく・両替屋・御呉服屋)  

＊祇園会においては室町期では「やうゆう山」を出し、また神輿轅町 

＊中世以来の商工業の発展により町共同体は裕福であり、祇園会を担う中

核的神事に参入。洛中の町々の中も傑出した資本と勢力を誇る町  

 

(ウ) 御倉町文書の存在 

 

A) 木島家所蔵文書 (個人蔵・京都文化博物館寄託) 

在町の個人宅に伝来。約 1800 点程度の史料数、17 世紀初頭における巻子装

史料が所蔵。 1988-1990 の調査 2 による成果を基本とし、質的・量的にも中

核的な史料群を形成。現在も 調査・整理事業が継続中。 (菅原 2001) 

 

B) 大橋家旧蔵文書 (京都府蔵[京都文化博物館管理]) 

 在町の旧蔵宅の調査により検出。総数約 350 点。19 世紀以降の家文書とあ

わせて御倉町・ 町有文書が存在。室町後期の町宛禁制を含む。 

 

 



C) 市川家文書 (京都府立京都学・歴彩館蔵) 

蝋燭商・市川(鍵屋)利兵衛家伝来文書。446 点。町文書には「御触書写」「町

中申合之事」をは じめ、記録類も多く、「御寄会記録覚帳」「御町内諸入用控

帳」「御参会持参道具各組ニ山分ケ覚 帳」等がある。また、御倉町を含む下京

南艮組内での寄合活動を伝える文書も存在。 

 

D) 株式会社千總所蔵文書 (株式会社千總蔵)  

室町時代からの呉服商(当初は法衣商)千切屋惣左衛門家に伝来した資料。確認

されるだけで 394 点。千總経営に関する史料にあわせ、若干ながら町有資料

(後述)が残る(「寺請状」「千 切屋惣左衛門屋敷譲状」等)。 

 

(エ) 新出文書２点について 

御倉町文書を含め、地域に伝わる古文書の中で最古 

 

 

2. 千總の創業伝承と史実 

(ア) 古文書から見える初期千切屋 

 

千切屋の初出 

• 延徳 4 年（1492）6 月 20 日【史 1】 

山門延暦寺に課税された際に、その猶予をもとめる町の代表者 

 

千切屋の活動① 土倉として 

• 重要書類を預かり管理する職能＝土倉としての活動【史２】 

 

千切屋の活動③ 朝廷下級官人として 

• 天文 10 年（1541）10 月 24 日【史３】 

禁裏駕輿丁のうち、左兵衛府駕輿丁として活動 

内部の人事争いに介入する組織主幹として位置付けられる 

 

(イ) 絵画史料から見える千切屋 

 

千切屋の活動 法衣商として 

• 洛中洛外図屏風 上杉本【図１】 

翻る法衣をあたかも看板のように利用 

 



(ウ) 近世の町の住人として 

「宝暦 9 年 3 月 27 日 当町年寄ニ付町議控」【史 4】 

 

（裏表紙） 

「宝暦九卯年三月ゟ同十一年巳正月廿七日迄、当町年寄役相勤候間之覚書」 

…御倉町の年寄役の職務を考える上で格好の資料 

 

＊地域の名望家として活動し、町運営を実態的な部分で担う存在 

 

3. 御倉町と千總とは 

(ア) 祇園会轅町 

祇園神輿（大政所神輿・八王子神輿・少将井神輿） 

轅町＝祇園会に際して、八王子神輿・少将井神輿の駕輿丁を輩出する町 

→町と祇園会の関わりは、山鉾だけでなく、神輿も深い結びつきを持つ 

 

「町之面々勝手之所々ニ神輿ヲ待合居申候事ニ御座候、此者共神事之役ヲ勤候儀

ヲ自負仕候而、右待合之所々ニ而見世棚ニ高腰ヲ懸ケ、或ハ立並候而、其體無礼ニ

見ヘ申候ニ付、神幸行列前と申義ヲ不存弁候、」 

元禄 8 年（1695）5 月 18 日付 

「社務執行宝寿院口上書」（『祇園社記』二四 所収） 

 

 御倉町＝少将井駕輿丁の轅町 

  

(イ) １通の中世文書の活用 

「三好政生書状」（大橋家旧蔵文書）無年号）【史 5】 

  →御倉町の安全保障を示す三好政生の書状（禁制） 

  →掛軸として伝わる背景には祇園祭の会所飾 

 

(ウ) 明治の売却状 

明治 6 年の「三好下知」売却【史 6】 

同年の「牛頭天王神号等」売却【史７】 

 

おわりに 

 千總：経済的・文化的磁場の拠点、 

地域文化に関わる文化資源の巨大な保管施設→アーカイブ的段階へ 

 地域：流通的・商業的中心地 


